
  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和７年３月１日号 きれいになった高森市民センターへおいでください 

〒981-3203 仙台市泉区高森 6 丁目 1-2 

電話 378-9950／Fax 378-9969 

https://www.sendai-shimincenter.jp/izumi/takamori/index.html 
月号 

 

 

 

学習日時 令和７年５月２３日（金）～令和８年２月２７日（金）の 

 主に第４金曜日の１０：００～１１：３０〔全９回〕 ＊８月は休講です 

学習内容 年間を通して様々なテーマを学習します 

開 講 式 令和７年５月２３日（金）１０：００～（予定） 

対  象 おおむね５０歳以上の方 ６０人〔抽選〕 

費  用 無料 ＊学習内容によっては材料費等が必要になる場合があります 

申込方法 郵送の場合…往復はがき（往信８５円 返信８５円 合計１７０円）の 

往信部の通信面に①氏名・ふりがな②年齢③郵便番号・住所④電話番号を 

返信部の宛名面にご自分の住所氏名をご記入のうえ下記へお送りください 

〒９８１－３２０３ 仙台市泉区高森６－１－２ 高森市民センター 宛 

窓口の場合…８５円切手を貼ったはがきの宛名面にご自分の住所・氏名を 

ご記入のうえ高森市民センター窓口にお持ちください 

申込締切 令和７年３月３０日（日）【必着】 

※抽選結果および開講式等の詳細は４月中旬に、はがきでお知らせします 

受講生 

募 集 

 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆市民センターでいただいた個人情報は、 

講座運営以外には使用いたしません。 

◆この用紙は雑紙としてリサイクルできます。 

 

3/2（日）～3/9（日）…5月分当選確定受付期間 

3/5（水）～3/15（土）…6月分地域優先受付期間 

＊抽選会は 3/5（水）10：00～ 

＊電話受付は 3/6（木）9：00～ 

3/11（火）～・・・5月分空室申込受付開始 

＊窓口受付は 9：00～ 電話受付は 10：00～ 

＊インターネット受付は 3/10（月）～ 

3/16（日）～3/30（日）…6月分抽選申込受付期間 

＊インターネット受付は 3/31（月）まで 

【開室時間】  毎週火・金曜日１２：３０～１６：３０ 

【開 室 日】  ３月４日・１１日・１８日・２５日（火曜日） 

３月７日・１４日・２８日（金曜日） 

【貸出期間】  ２週間 おひとり１０冊まで 

 

３／ ３（月）・３／１０（月）・３／１７（月）・ 

３／２１（金）・３／２４（月）・３／３１（月） 

市民センター休館日 

日時３月９日（日）１３：００～２１：００ 

料金（２時間）一  般２４０円 

小中学生１２０円 

＊個人使用日以外でも使用団体が 

ない時は個人使用が可能です。 

詳細は窓口にお尋ねください。 

多目的ホールの個人使用 

二次元バーコード読み取り対応の 

スマートフォンやタブレット等の機種を 

お持ちの方はご利用ください。 

講座情報等をご覧いただけます。 

 

 

 

利用時間：９：００～16：30 （休館日を除く） 
≪回収できるもの≫ 

・紙類（新聞紙・段ボール・紙パック・雑誌など） 

・布類（シャツ・ジーンズ・セーターなど） 

≪回収できないもの≫ 

・布団やカーペット、マットレスなど 

資源回収庫 

 

 

 

予約システムの受付 泉図書館分室のお知らせ 

 

  

 

 

忘れものを展示します。 

お心当たりの方は職員までお申し出ください。 

期間 3月 15日（土）まで 

会場 １階 ロビー 

令和７年度の 

「市民センター使用料減免登録申込」や 

「地域利用団体登録届出」のお手続きは 

お済みですか？ 

お手続きがまだですと、令和７年度６月分以降の

利用につきまして、使用料が減免されなかったり、

地域優先申込ができなかったりしますので、お気を

つけください。 

 

1/24 

(金) 

「宮城野雅楽会」より３名の神職の方々にお越し 

いただき、鳳凰（ほうしょう）、篳篥（ひちりき）、

龍笛（りゅうてき）を用いて雅楽の演奏を行いまし

た。演奏の合間には、楽器や曲目などの解説のほ

か、雅楽が語源となっている言葉についての説明

もあり、とても充実した内容でした。アンケート

には「魂に響く音だった」「素晴らしかった。毎年

恒例講座にしてほしい」などの声が多く寄せられ

ました。         【来場者数：69名】 


